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ＷＥＢツール（ＫＵＤＵ）操作方法 

（システム構成事前登録方法） 

2005 年 11 月 16 日 

 

 

はじめに 

今回のコネクタソンにおいて全面的に Web Tool を使用する。従来の名称が一般的な名称である

ことから、最近「ＫＵＤＵ」と命名された(意味は不明)。 

ＩＨＥ－Ｊ ２００５での使用は以下のようにおこなわれる。 

（１） 各社の System 構成の事前登録 

ベンダー各社は、社名や担当者および参加システムの構成情報を 11 月末までに Internet

経由でサーバーにアクセスして登録する。ここで説明されている以外の登録・改訂作業は、

管理者にメイルにて通知し、総て管理者に依頼する必要がある。登録期限日翌日以降の

システムの追加および変更（テスト対象のアクター・統合プロファイルのペア追加・変更・削

除）は出来ない。 

（２）   コネクタソン当日の進行管理 

Local Lan に接続し、必要テスト項目の確認、テスト相手の探索、テスト結果の承認と進行

状況の把握できる。また、自社および他社の System 構成の確認等はいつでもおこなえる。

勿論、開催後は各自での変更は禁止である。必ず管理者を通しておこなうこと。 

（当日の使用の際は、参加システム以外に LapTop PC 等を用意してください）。 

 

ここでは、（１）各社の System 構成の事前登録の操作法を述べる。 
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1. ＫＵＤＵへアクセス 

 

http://yoshiwatan.homeip..net/japan2006/ 

なお、コネクタソン当日は、http://192.168.0.42/japan2006/  になる。 

 

Log -In: “ihejuser”  Passwoed: “iehj2005” 

 

 

 

注意： 

・ ＫＵＤＵの表示ページでは、ブラウザーの 「更新」ボタンと 「戻る」ボタンは使用せ

ず、ページ左側のメニューをクリックする。 

・ ここで説明された以外の登録・改訂作業は管理者または PM(Project Manager)が行う。そのよう

な修正や追加登録が必要な場合は管理者まで連絡すること（修正事項によっては、参加社全体

に影響が及ぶこともあるので、無断でＫＵＤＵからの修正操作を行わないで下さい）。 

・ 本ドキュメントの画面コピーのデータは例であり実際とは異なる。 

・ Configuration 情報｛DICOM/HL7 の割付情報（IP アドレス、Port 番号、ＡＥタイトル）｝は 

Configuration 確認期日以前は変更の可能性があるので、指定確認期日（1 月 23 日）以降に再度

確認が必要。 

・ LogIn の会社略称、システム略称は変更できない。 
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2．会社名の登録 

 

 

 

 

この後、設定メイルアドレスに確認のメイルが送られる。会社名が漢字の場合文字化けした表題で通

知される（BUG）。メイル記載のアドレスにアクセスして確認（Confirmation）を行う。LogIn がうまくいかな

いときは、一度ブラウザを終了後、再度 WEB アクセスをやり直すと良い。 

 

新規会社登録の場合クリック  

一社一回のみ使用の事 

注）タイトルは変わることがある 

� 会社名は漢字が使用可能 

� 会社略称は英文字の略称 

4－6 文字程度がよい。 以

後 LogIn 名やＡＥタイトルや

アプリケーション名、システ

ム名称などに用いられる。

変更はできない。 

� パスワードは 4 文字以上 

� パスワードの紛失時、再発

行要求時通知されるので必

ず正しいアドレスを指定のこ

と 
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３．Ｌｏｇ Ｉｎ 

 

 

ログイン後、左側メニューの「Registration」をクリックするとページ右下に「Change Password」があるの

で、それをクリックして Password を変更できる。変更できるのは Registration が許可されている間だけ

である（11 月末日まで）。 

 

４．会社情報、連絡先および参加システムの登録 

「Registration」 -> ｢Company/Systems」をクリックしても入れる。 

４．１会社情報 

会社の情報を必要に応じて入力する（任意）。 

 

Log In プルダウンメニューから会社略

称を選択しクリックする 

パスワードを入力して「Login」

ボタンを押す 

 

必要事項を入

力後「Update」を

クリック 
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４．２連絡先情報 

連絡先等を入力する(任意)。 

 

 クリックすると以下のように入力フィールドが現れるので適宜入力する。 

 

４．３参加するシステムの登録 

コネクタソンに参加するシステム機器を登録する（必須）。 

  

 

 

最後に「Create」をクリッ

クして登録 

ログイン状態は、画面右下に表示 

システムの新規、追加の場合クリック 

登録、確認するときには   

＋をクリックする 
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「System Keyword」のプルダウンから登録しようとするシステムに最適な名称を選択する。システ

ムによって複数アクターを有する場合は代表的な機能で選択する。 

 

入力後 「Create」をクリックする。以下システム構成の登録画面が表示される。 

 

プルダウン選択 

会社略称「TEST」までは自動的に表示され

る。同一Keywordの機器が1台以上ある場

合は識別できるようにする。この場合は、

「-MR1」と付加した。システム名は： 

「MOD_TEST-MR1」 となる 

内容任意ただし、複数ある場合は

識別できる番号等をつける。 

製品名は： 

「MR_STAR-1」となる 

必須 

１）システムの該当するドメイ

ン、統合プロファイル、アクタ

ーをそれぞれのプルダウン

メニューから選択する。 

３）「Through」を選択 

４）確認後「Add」をクリック 

５）該当するドメイン、統合プ

ロファイル、アクター全てに

ついて、１）～４）をくりかえ

す。 

２）オプションがあれば表示 

必要ならオプションを選択 



 7 

以下のようにリストが作成される。 

 

 

 

 

終了したら戻る 

項目を削除する 

適宜、内容を確認、編集する 

必要なシステム分繰り返す 

システム名 製品名 
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５．システム情報の確認と変更 

「Registration」->「Overview of Registration」画面で登録情報の概要表示される。 

システムと統合プロファイル/アクターの関係を確認する。 

 

システムのアクター・統合プロファイルの 組み合わせの変更は、「Registration」->

「Company/Systems」から以下を表示させる。 

この該当システムのプラス記号 をクリックし確認する。変更は「Edit」をクリックし４．３参加するシ

ステムの登録の直後の「System Information」画面に移る。 
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６．コンフィグレーションの確認と変更 

 「Configuration」->「Company」を選択する。 

 

ページ中ほどでシステム名と製品名の対応を確認する（システム名は自動的に設定される）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Road Map は主なスケジュール

が示される 

accepted for connectathon 

管理者からコネクタソンへの参

加が認められると、この文字が

表示される。 未表示の場合、

コネクタソンのテストは開始で

きない。また、IP アドレスもアサ

インされない。 
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上記画面で「システム名」をクリック、または 「Configuration」－＞「System」－＞「Select system」

で該当製品名を選択して下記を表示する。 

 

 初回の表示では前図のように「Add Missing Dicom Configuration」または「Add Missing HL7 

Configuration」が表示され、それをクリックするとポート番号やＡＥタイトルが表示される。そのまま、

再度メニューの「System」をクリックすると、以後 以下のように表示される。 

 

プラス記号 をクリックするとポート番号やＡＥタイトルが表示されるので確認する。システムによ

っては、”Dicom Configuration”あるいは、”HL7 Configuration”のみ表示される。 

 

6.1 Dimcom Configuration 表示（ＡＥタイトル・ポート番号を確認と修正） 

この割付は自動的におこなわれており、不都合な場合もあるので必ず確認する。 

特に、AE-Title はＤＩＣＯＭ仕様で制限されており、自動的にトランケイトされる。 

また、同一ホスト内での PORT 番号の割付はＨＬ７側も含めて確認する。 

AND / OR(システム構成による) 

「Change」をクリックしないこと 

ここの情報は今回使用しない 

コンフィグレーションの確認が終わっ

ていないと表示される 

初回は以下のように表示される 

No Dicom Configuration Available   

         and/or 

No HL7 Configuration Available 

確認のた

め、ここを

クリックす

る 
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Hostname は「会社略称」＋連番、AE タイトルはシステム名が用いられている。確認のうえ、ＯＫであ

れば Ａのボタン、修正が必要であれば、Ｂのボタンをクリックする。 

 

いずれの場合も上図のような一覧表が表示される。但しＣ欄「Confirmed」  の中はＡの場合は総て

チェック済み、Ｂの場合は、チェック無になっている。 

Ａの場合は、変更が必要ない場合なので、このまま画面左側メニューの「Systems」をクリックし、6.2 

HL7 Configuration 表示（ポート番号を確認・修正）に移る。 

Ｂの場合は、修正したいラインの鉛筆マークをクリックして修正画面（下図）を表示させる。 

Ａ Ｂ 

Ｃ 
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ここで、通常 DICOM Port 番号や AE Title が矛盾のないように変更する。また、Host Name を追加する

場合はプルダウンから(available)の表示のあるもの選択する（各社 10 まで割付可能）。修正後

「Submit」ボタンをクリックし終了する。 

修正が必要な行分上記を繰り返する。 

総ての修正がすんだら、Ｃ欄「Confirmed」を総てクリックし「チェックマーク」をつける。 

その後、画面左側の「Systems」をクリックし、２）HL7 Configuration に移る。 

 

 

6.2 HL7 Configuration 表示（ポート番号を確認・修正） 

この割付は自動的におこなわれており、不都合な場合もあるので必ず確認する。 

また、同一ホスト内での PORT 番号の割付は DICOM 側も含めて確認する。 

 

 

確認のうえ、ＯＫであれば Ａのボタン、修正が必要であれば、Ｂのボタンをクリックする。 

次のように表示される。 

Ａ Ｂ 
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DICOM の場合と同様に、いずれの場合も上図のような一覧表が表示される。但しＣ欄「Confirmed」  

の中は 前頁Ａの場合は総てチェック済み、同じくＢの場合は、チェック無になっている。 

Ａの場合は、変更が必要ない場合なので、このまま画面左側メニューの「Systems」をクリックし、  

６．コンフィグレーションの確認と変更の最初に戻る。Ｂの場合は、修正したいラインの鉛筆マークを

クリックして修正画面（下図）を表示させる。 

 

ここで、通常 Port 番号が矛盾のないように変更する。また、Host Name を追加する場合はプルダウン

から(available)の表示のあるもの選択する（各社 10 まで割付可能）。修正後「Submit」ボタンをクリックし

終了する。 

修正が必要な行分上記を繰り返する。 

総ての修正がすんだら、Ｃ欄「Confirmed」を総てクリックし「チェックマーク」をつける。 

その後、画面左側の「Systems」をクリックし６．コンフィグレーションの確認と変更の最初に戻る。このと

き、ページ中ほどに”System Configuration ：ＣＯＮＦＩＲＭＥＤ “となっていることを確認する。なっていないとき

は、チェック忘れが、DICO／HL7 Configuration にある。 

この作業を、登録したシステム分繰り返せば終了である。 

Ｃ 
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付録） 他社システム情報の参照方法 

 

「Configuration」->「Network」を選択、"download"をクリックするとIPアドレスとホストネームの一覧表が

表が表示される。 

 

  

 ホストネームの一覧表 

 

 

今回使用せず 

一覧表示 
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 “here”をクリックすると host file がダウンロードできる。Hosts ファイルにコピーすれば手入力の必要が

ない。 

再度「Configuration」->「Network」を選択する。ページ中ほどに DICOM システムのコンフィグレーション

が表示される。HL7 システムのコンフィグレーションも同ページの後半に表示される。 

  

システム DICOM のコンフィグレーション 

 
 同一のホスト名、AE Title、Port 番号でも、Actor を見れば相手を識別可能。 

 

システム HL7 のコンフィグレーション 

 

 

 「 Configuration 」 － ＞ 「 System 」 － ＞ System 

Information 選択 で 

”System Configuration ：ＣＯＮＦＩＲＭＥＤ “しているもの

は“Yes”となっている。 


